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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成30年12月6日(2018.12.6)

【公表番号】特表2017-533197(P2017-533197A)
【公表日】平成29年11月9日(2017.11.9)
【年通号数】公開・登録公報2017-043
【出願番号】特願2017-521096(P2017-521096)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  35/747    (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  35/744    (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  35/74     (2015.01)
   Ａ６１Ｐ   1/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   35/747    　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/744    　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/74     　　　Ａ
   Ａ６１Ｐ    1/12     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/12     １７１　
   Ａ６１Ｐ   31/12     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/20     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成30年10月22日(2018.10.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動物及び／又はヒトにおけるウイルス感染症に起因する下痢の治療又は予防のために用
いられる、少なくとも、スパニッシュタイプカルチャーコレクションに受託番号ＣＥＣＴ
８７００（ＡｑＳｙｎＲＭＨ６９）で寄託された株を含む組成物。
【請求項２】
　少なくとも１つの微生物株を更に含み、更なる株が各々、菌叢上スポットアッセイによ
り決定される阻止帯によって証明される以下の抗菌活性：（ｉ）サルモネラ菌について１
０ｍｍ以上の阻止帯、（ｉｉ）リステリア・モノサイトゲネスについて９ｍｍ以上の阻止
帯、（ｉｉｉ）スタフィロコッカス・アウレウスについて９ｍｍ以上の阻止帯、（ｉｖ）
エシェリキア・コリについて１０ｍｍ以上の阻止帯の少なくとも１つを有する、請求項１
に記載の組成物。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの更なる株が、ラクトバチルス、ロイコノストック、ペディオコッ
カス、ラクトコッカス、ストレプトコッカス、アエロコッカス、カルノバクテリウム、エ
ンテロコッカス、オエノコッカス、スポロラクトバチルス、テトラジェノコッカス、バゴ
コッカス及び／又はワイセラの属に属する株から選択される、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　スパニッシュタイプカルチャーコレクションに受託番号ＣＥＣＴ８３５０（ＡｑＳｙｎ
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Ｊ５９）で寄託された株を更に含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記組成物が２つの微生物株を含み、前記２つの微生物は、スパニッシュタイプカルチ
ャーコレクションに受託番号ＣＥＣＴ８７００（ＡｑＳｙｎＲＭＨ６９）で寄託された株
、及びスパニッシュタイプカルチャーコレクションに受託番号ＣＥＣＴ８３５０（ＡｑＳ
ｙｎＪ５９）で寄託された株である、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　両方の株が前記組成物中２：１～１：２の比率（コロニー形成単位（ＣＦＵ）で示され
る）で存在する、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　前記組成物に含まれる少なくとも１つの株が抗生物質耐性を有さない、請求項１～６の
いずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　前記組成物に含まれる少なくとも１つの株が、ｐＨ３．５で３時間のインキュベーショ
ンの間に実質的に同じ生存率を保持することができ、
ｐＨ＝３．５で３時間のインキュベーション後に、該インキュベーション前と比較して、
少なくとも５０％のＣＦＵが存在する場合に、実質的に同じ生存率を保持することができ
る、請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記組成物に含まれる少なくとも１つの株が、０．４５％の胆汁抽出物の存在下で４時
間のインキュベーションの間に実質的に同じ生存率を保持することができ、
ｐＨ＝８で０．４５％の胆汁抽出物の存在下での４時間のインキュベーション後に、該イ
ンキュベーション前と比較して、少なくとも５０％のＣＦＵが存在する場合に、実質的に
同じ生存率を保持することができる、請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記組成物に含まれる少なくとも１つの株が、菌叢上スポットアッセイにより決定され
る阻止帯によって証明される以下の抗菌活性：（ｉ）サルモネラ菌について１０ｍｍ以上
の阻止帯、（ｉｉ）リステリア・モノサイトゲネスについて９ｍｍ以上の阻止帯、（ｉｉ
ｉ）スタフィロコッカス・アウレウスについて９ｍｍ以上の阻止帯、（ｉｖ）エシェリキ
ア・コリについて１０ｍｍ以上の阻止帯の全てを有する、請求項１～９のいずれか一項に
記載の組成物。
【請求項１１】
　動物及び／又はヒトのウイルス感染症に起因する下痢を治療又は予防する方法のために
用いられる、微生物の混合物を含む組成物であって、前記微生物がラクトバチルス・プラ
ンタルム及びラクトバチルス・ロイテリの種に属し、任意に、ラクトバチルス（ラクトバ
チルス・ファーメンタムＣＥＣＴ８３４７（ＡｑＳｙｎＪ１２）及びラクトバチルス・ム
コサエＣＥＣＴ８３４９（ＡｑＳｙｎＪ５５）の微生物を除く）、ロイコノストック、ペ
ディオコッカス、ラクトコッカス、ストレプトコッカス、アエロコッカス、カルノバクテ
リウム、エンテロコッカス、オエノコッカス、スポロラクトバチルス、テトラジェノコッ
カス、バゴコッカス、及び／又はワイセラの属に属する少なくとも１つの微生物を含み、
前記微生物が、菌叢上スポットアッセイにより決定される阻止帯によって証明される以下
の抗菌活性：（ｉ）サルモネラ菌について１０ｍｍ以上の阻止帯、（ｉｉ）リステリア・
モノサイトゲネスについて９ｍｍ以上の阻止帯、（ｉｉｉ）スタフィロコッカス・アウレ
ウスについて９ｍｍ以上の阻止帯、（ｉｖ）エシェリキア・コリについて１０ｍｍ以上の
阻止帯の少なくとも１つを有する、組成物。
【請求項１２】
　スパニッシュタイプカルチャーコレクションに受託番号ＣＥＣＴ８７００（ＡｑＳｙｎ
ＲＭＨ６９）で寄託された株。
【請求項１３】
　少なくとも請求項１２に記載される株を含む組成物。
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【請求項１４】
　スパニッシュタイプカルチャーコレクションに受託番号ＣＥＣＴ８３５０（ＡｑＳｙｎ
Ｊ５９）で寄託された株を更に含む、請求項１３に記載の組成物。
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